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●直木賞  受賞作 『塞王（さいおう）の楯（たて）』          ●芥川賞 受賞作 『ブラックボックス』 

                 今村翔吾 集英社 F ｲﾏ                        砂川文次 講談社 購入予定 

 

 

 

 
 

●直木賞 受賞作 『黒牢城（こくろうじょう）』 

米澤穂信 KADOKAWA  F ﾖﾈ 

特集コーナー 

時は戦国――。決して破られることのない石垣を造ろ

うとする石工の匡介(きょうすけ)。どんな守りも打ち

破るという鉄砲職人の彦九郎（げんくろう）。近江の

国・大津城を舞台に宿命の対決が幕を開ける。「最強

の楯」と「至高の矛」の対決を描く、究極の戦国小説！ 

受賞作だけでなく、受賞作家のほかの作品

や、今回の両賞の候補作とその作家たちの著

作も集めました。(刊行され次第、配架する

作品もあります) 

 

    「軽」または「重」 
（かるい・おもい・軽快・軽薄・体重・慎重 など） 

しめきり 2022年３月 31日(木) 

ずっと遠くに行きたかった。今も行きたいと思ってい

る。自分の中の怒りの暴発を、なぜ止められないのだ

ろう。自衛隊を辞め、自転車便のメッセンジャーの仕

事に就いたサクマは都内を今日もひた走る。気鋭の実

力派作家、新境地の傑作。 

本能寺の変の４年前、天正６年、冬。織田信長を裏切

り、有岡城に立て籠った荒木村重は、城内で起こる不

可解な事件に翻弄される。動揺する人心を落ち着かせ

るため、土牢の囚人であり織田方の軍師・黒田官兵衛

に謎を解くよう求める村重。事件の裏には何が潜むの

か。 

節分の豆まきは、季節の変わり目に起こりがちな病気や 

災害を鬼に見立て、それを追い払う儀式です。 

新型コロナウイルスも豆で打ち払えるといいのに… 

須坂新聞社との合同企画 

「ほのぼの川柳ほくしん流」。第２８回～ 

３０回の優秀作品の中から、みなさまの投票により今年

の大賞が決定しました！同点２位の３句もあわせて館内

に掲示しています。クスッと笑える評とともにぜひご覧く

ださい。 

毎回のお題に合わせた川柳を、館内の投句箱に入れていただ

くか、須坂新聞社までお送りください。優秀賞に選ばれた作品

は、須坂新聞紙上で発表し、館内に掲示いたします。それぞれ

の作品に氏名(ペンネーム)をつけていただければ、何句でも 

応募できます。 

第３２回 お題 

なかなか旅行へ行くチャンスに 

恵まれない…。海外旅行に行くにはまだ不安…。 

そんな時はこちらの書籍はいかがでしょうか。 
 

 

◆『旅する気分でまちがい探し』   498.39 ﾀ 
日本の美味しいものや絶景のまちがいを探しながら、

楽しく脳トレができる１冊です。 

 

◆『日本で見つけるまるで海外な絶景旅』 
想像力をふくらませれば海外気分！イギリス式庭園

や美しいモスクなど、日本全国の異国情緒あふれる

スポットをご紹介。               291.0 ﾆ 

 

◆『世界入りにくい居酒屋  

異国の絶品グルメ図鑑』    596.2 ｾ 
世界中の呑兵衛たちは、こんな料理を食べている！

NHK BS プレミアムの紀行番組で紹介した絶品グル

メを中心に紹介する１冊。 
 

◆『暮らしてみたい 世界のかわいい街』 748 ｸ 
喧騒から離れた自然との暮らし。まるでおとぎ話の

ような風景…。世界のかわいい街の風景を鮮やか

な写真でご紹介！ 

・ 


